
第１８回歯科学術・運動交流集会　演題登録申し込み要領
１．演題登録について
（1） 歯科部ホームページ（→歯科学術・運動交流集会→第18回歯科学術・運動交流集会）から、ファイル「演題登録申し込み票」をダウンロードし、必要事項を入力の上、
２００８年４月１６日（水）までに、Ｅメールにて、全日本民医連歯科部事務局までご提出ください。また以下の要領に従ってお申し込みください。
	送信先(歯科部事務局)：min-shika@min-iren.gr.jp


· 最後に記したⅠ～Ⅳの演題募集テーマから、必ず一つ指定して下さい。内容がいくつかにわたる場合は、主たるテーマをひとつ選択して下さい。
· Ｅメール送受信の際は、ファイルの破損や迷惑メールへ仕分けられることなど、担当者が申し込みを受けるまでにいくつかのリスクが考えられます。したがって、下記の手順に従ってお申し込み下さい。
＜Ｅメールでの演題登録申し込み手順＞

1. 全日本民医連歯科部HPからファイル「演題登録申し込み票」をダウンロードする。ファイルは「Excel（Microsoft社）」の1種類です。

2. 必要事項を入力する。

3. ファイル名は申込者の氏名にする・・・例）松尾晋作　（スペース不要）

4. ファイルをEメールで添付送信する。
1 件名（メールの題）に「歯科学運交演題登録」と入力する。（「」は不要）

2 本文中に申込者名、所属県連・施設名、演題登録申し込みの旨を入力する。

3 メール文の書式をテキスト形式にする。

4 入力済のファイル「演題登録申し込み票」を添付する（ファイル名は氏名に）。

5 宛先を間違えないように設定する。（アドレスを入力する際は特にご注意ください）

6 メールを送信する。

7 送信メールは演題採否決定まで保存しておく。

以上の要領を必ず守ってください。演題採否決定後、演題採用者一覧に名前が無かった場合は、全日本民医連事務局松尾へご連絡ください。事務局が申し込みのメールを正常に受けられていない可能性があります。
※その他メール送信等についてご不明な点がございましたらご連絡ください。
（2） その後、実行委員会で演題の採否を決定させていただきます。
（3） 採否の結果は、４月下旬～５月初旬に採用演題一覧表と各要項（①「抄録原稿の作成について（仮題）」、②「パソコンプロジェクターの使用要領（仮題）」）を併せて全県連、　全歯科施設へ郵送し発表とさせて頂きます。個々の応募者には通知致しませんのでご承知ください。
　　　　　　※演題発表方法はパワーポイントの使用を原則とします
（4） 各歯科施設で採用演題一覧表をご参照いただき採用された方に、5月中旬～6月初旬頃に送付する各要項を配布してください。
＊演題登録、参加申し込みなどの当日までの流れは次ページをご参照ください。
２．演題登録申し込みから当日までの流れ

[image: image1]
· 抄録原稿作成・提出、発表用パワーポイントデータ提出、参加申し込みに関する要項は、上記の流れの通り後日お送りします。

つきましては、「演題登録申し込み票」に必要事項を入力の上、Eメールにてお申し込み下さい。提出〆切日は２００８年４月１６日（水）必着です。
抄録原稿の提出、作成方法、演題発表などの事前のお知らせ
演題登録後（採否決定後）、「演題採用者一覧表」、「抄録原稿の作成について（仮題）」、「パソコンプロジェクターの使用要領（仮題）」などを送付します。演題登録申し込みをされた方は、抄録作成、及びパワーポイント作成などの発表準備を進めてください。これらについて、前もって以下にお知らせ致します。
　　　　　　※演題発表方法はパワーポイントの使用を原則とします
①抄録原稿について
　「抄録原稿作成フォーム」は全日本民医連歯科部ＨＰに掲載します。演題採用者はファイル「抄録原稿作成フォーム」を全日本民医連歯科部ＨＰからダウンロードして頂きます。ファイルは「Excel（Microsoft社）」の1種類です。抄録原稿はファイル「抄録原稿作成フォーム」の使用を原則とし、ご提出頂いたデータをそのまま抄録集の原稿とし印刷させて頂きます。
　抄録原稿はE-mailにてご提出をお願いします。メール送信の要領は演題登録申し込みと同様にお願いします。なお、ファイル容量は1MB以内に抑えてください。
－作成に際して－
1) 抄録は公開されることを前提にして、個人情報に留意してください。
2) 抄録原稿は、抄録原稿作成フォーム「Excel（Microsoft社）」で作成してください。抄録原稿は１枚に収まるようにお願いします。
3) 主張、要点などをつかめるキーワードを3つ（単語で）入力して下さい。
4) 聞き手が施設規模のイメージがもてるように、各欄に職員数、患者数／日、ユニット数などを入力して下さい。概数で結構です。
5) 抄録を８００字以内でまとめてください（空白、図表は含まない）。
6) 抄録原稿は、発表内容がわかるように配慮し入力してください。
《学術的内容の場合》

· 発表の【目的】、とりくんだ【方法・対象】、その【結果】がどうなったか、【考察】、【まとめ】を明瞭になるよう記載してください。できるだけ【　 】内の表記に沿った形で本文を区分し、分かりやすい抄録に完成させてください。

《運動的内容の場合》

· どのような【課題】について、どういう形でどう【運動・取り組み】をし、その【結果】がどのようになったか。取り組みによって職員や共同組織、地域がどのように変化したか、その【教訓】は何か、【考察】あるいは【提言】などを明瞭になるように記載して下さい。できるだけ【　　】内の表記に沿った形で本文を区分し、分かりやすい抄録に完成させてください。
＜抄録入力方法＞

· エクセルの枠内は、“Alt”＋“Enter”キーで改行できます。

· グラフやその他図は枠内に収まる様に貼り付けてください。

· 歯式や表などを、エクセル表を用いて作成した場合、一度ワードファイルに図として貼り付けた後、再び枠に貼り付けると図として貼り付けることができます。

＊その他ご不明な点がございましたら、事務局松尾までご連絡ください。
7) 音・動画使用の有無を、抄録原稿作成フォーム該当欄に入力して下さい。
8) 印刷し、間違いないか確認してください。
· 事前・当日の会場内での資料配布は受け付けませんのでご了承ください。
· 発表内容は、抄録に基づき作成していただくことになります。（抄録を読み上げることは避けてください。）
　以上、抄録原稿作成に関しての要項などは、2008年４月下旬～５月初旬頃に各歯科施設などへ送付します。
②分科会の発表方法などについて
1)発表時間、討論時間について
　分科会の発表時間は１演題につき７分、討論時間は３分とします。
2)発表方法
· 　分科会での演題発表は、マイクロソフト社のパワーポイントによるパソコンプロジェクターでの発表に限定します。枚数制限はありません。

· パワーポイントのデ−タは事前に提出していただきます（提出〆切8月下旬を予定）。スライド映写機などのその他機器は使用できません。

· 発表で音・動画を使用される場合は、発表者個人のパソコン・スピーカー等をご持参いただくこととします（準備時間を踏まえて発表内容をご準備ください）。ＡＶシステム、動画再生ソフトなどの個別対応は致しませんのでご了承ください。
· 当日のデータの差し替えはできません。詳細は、演題採用通知の時に改めてご案内します。

· 当日の資料配付はできません。
以上、詳細につきましては、４月下旬～５月初旬に、「採用演題一覧表」と各要項（①「抄録原稿の作成について（仮題）」、②「パソコンプロジェクターの使用要領（仮題）」）を併せて全歯科施設へ郵送致します。
	演 題 募 集 テ ー マ


 [Ⅰ] 医療の安全性の追求・患者サービスの向上
　　　・安全・安心の取り組み（院内感染・医療事故防止）
　　　・医療事故への対応・リスクマネジメント
　　　・患者対応・アポイント管理の取り組み
　　　・院内ＩＴ化の取り組み
　　　・満足度向上にむけての取り組み
　　　・カルテ開示・治療計画の共有化　　など

 [Ⅱ] 歯科医療（QOLの向上をめざして）
　　　・在宅・介護分野での取り組み
　　　・高齢者・障害者に関する日常診療の取り組み
　　　・ペリオの予防・管理の取り組み
　　　・医療技術の向上
　　　・矯正・小児治療の取り組み
　　　・チーム医療（各職種との技術連携）
　　　・医科、介護部門との連携　　　など

 [Ⅲ] 経営改善・事業展開への挑戦
　　　・医療経営構造転換・経営改善の取り組み
　　　・管理運営上の取り組み・ＩＳＯ認証取得の取り組み
　　　・人づくり・後継者対策・臨床研修施設取得への対応
　　　・メンタルヘルス

　　　・リニューアル・事業拡大の取り組み
　　　・地協・県連の取り組み、新歯科建設　など

 [Ⅳ] 社保活動・地域，共同の取り組み
       ・憲法を守る取り組み
　　　・患者の権利・受療権を守る取り組み
　　　・共同組織拡大や地域との協力共同
　　　・地域における歯科予防活動
　　　　　（歯みがきセミプロ養成講座・口腔ケア教室など）
　　　・反核平和活動・政治革新の取り組み　など

　その他、上記に関わらず応募下さい。

実行委員会で演題の採否を決定





９月１３日～１４日


当日





演題登録


２月２８日開始





演題採用者はパワーポイントデータを事前に全日本民医連へ提出。（提出〆切日2008年8月下旬を予定）





参加申し込み用紙を全日本民医連へ提出（提出〆切日2008年7月中旬を予定）





演題採用者は「抄録原稿作成フォーム」を全日本民医連歯科部ＨＰからダウンロードし、要項に基づき抄録原稿を作成。E-mailにて全日本民医連へ提出。（提出〆切日2008年6月13日必着）





第18回歯科学運交「抄録集」を送付（2008年7月下旬頃発送予定）





第18回歯科学運交「開催要項（参加申し込み）」を送付（2008年5月下旬頃発送予定）





各歯科施設などは演題採用者へ、②「抄録原稿の作成について（仮題）」、③「パソコンプロジェクターの使用要領（仮題）」を配布





「演題登録申し込み票」を2008年4月16日までに全日本民医連へEメールにて提出





①「演題採用者一覧表」、②「抄録原稿の作成について（仮題）」、③「パソコンプロジェクターの使用要領（仮題）」を、2008年４月下旬～５月初旬頃に各歯科施設などへ送付





各歯科施設など





実行委員会


（全日本民医連）





患者さんを中心とした歯科医療の中で、NSTの取り組みや地域連携パスの活用、多職種で口腔機能の改善に関わった事例など民医連ならではの取り組みが数多く寄せられる分科会です。まだ具体的な成果や結果がなくても、分科会の中で意見ももらいながら今後発展する取り組みとして、是非ご応募ください。お待ちしています。





「三つの転換」や臨研の取り組みはもちろんですが、今後の歯科医療にとって歯科衛生士や歯科技工士の確保・養成は深刻な課題です。演題とあわせ歯科技工士の参加を強く呼びかけたいと思います。是非ご協力ください。また、今回新たに加えたメンタルヘルスについても様々な実践が行われていると思います。苦い経験も含め是非ご応募ください。お待ちしています。





今回のメインテーマに大きく関わる演題テーマです。受療権侵害の事例・症例、受療権を守る取り組みなどなど、多数の申し込みお待ちしています。また、民医連の“強み”である“地域と共に”を実感した取り組みなど、未来に向かって元気の出る演題もお待ちしています。小さな行動の中にも大きな未来があります。積極的な演題登録をお願いします。


私たちは憲法9条の旗竿を、旗がボロボロになりながらも掴んで離さず守っています。平和への参加の取り組みや憲法を身近に感じた取り組みなど旺盛にお寄せ下さい。











07年4月より、医療法が改訂され歯科診療所でも医療安全管理が義務化されました。全日本民医連歯科部では「安全・安心・信頼の歯科医療」 前進のためのチェックリストなどを改訂してきました。医科事業所や介護分野との連携の中で、現病歴を持っている方が多数受診されていると思います。近年ではAEDの普及や診療報酬上も酸素やパルスオキシメーターなどの整備が必須となっています。みなさんのところではどんな取り組みがされているのでしょうか？是非取り組みをお寄せ下さい。
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